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岩
村
正
史
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
岩
村
正
史
君
提
出
の
博
士
学
位
請
求
論
文
『
戦
前
日
本
人
の
ナ
チ

ス
・
ド
イ
ツ
観
』
の
構
成
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

問
題
の
所
在

第
1
部
　
大
新
聞
の
対
独
論
調

　
第
－
章
　
ナ
チ
ス
政
権
誕
生
以
降
の
対
独
報
道
姿
勢

　
第
1
節

　
第
2
節

　
第
3
節

　
第
4
節

　
第
5
節

　
第
6
節

第
2
章

　
第
1
節

　
第
2
節

　
第
3
節

　
第
4
節

　
は
じ
め
に

　
独
裁
政
治
へ
の
批
判
的
姿
勢

　
ド
イ
ツ
の
対
外
政
策
へ
の
理
解

　
日
独
提
携
賛
同
論
と
批
判
論

　
日
独
伊
防
共
協
定
へ
の
支
持

　
お
わ
り
に

日
中
戦
争
下
の
親
独
機
運

　
は
じ
め
に

　膨張するド

イ
ツ
ヘ
の
好
意
的
論
調

　
学
ぶ
べ
き
国
と
し
て
の
対
独
イ
メ
ー
ジ

　親独メ

デ
ィ
ア
・
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
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第
5
節

　
　
第
6
節

　
　
第
7
節

　
第
3
章

　
　
第
－
節

　
　
第
2
節

　
　
第
3
節

　
　
第
4
節

　
　
第
5
節

　
　
第
6
節

　
　
第
7
節

第
2
部

　
第
4
章

　
　
第
1
節

　
　
第
2
節

　
　
第
3
節

　
　
第
4
節

　
　
第
5
節

　
第
5
章

　
　
第
－
節

　
　
第
2
節

　
　
第
3
節

　
　
第
4
節

　
訪
独
伊
新
聞
使
節
の
派
遣

　
軍
事
同
盟
賛
同
論

　
お
わ
り
に

日
独
伊
三
国
同
盟
へ
の
傾
斜

は
じ
め
に

大
戦
勃
発
直
後
の
冷
淡
な
対
独
認
識

親
独
反
英
論
の
残
存

科
学
大
国
ド
イ
ツ
と
軟
弱
国
家
フ
ラ
ン
ス

ト
イ
ツ
勝
利
へ
の
期
待
と
警
戒

三
国
同
盟
礼
賛
論

お
わ
り
に

言
論
出
版
界
と
ヒ
ト
ラ
ー

　
ヒ
ト
ラ
ー
・
イ
メ
ー
ジ
の
変
遷

　
は
じ
め
に

初
期
ヒ
ト
ラ
i
政
権
の
日
本
国
内
で
の
イ
メ
ー
ジ

　
日
中
戦
争
下
に
お
け
る
ヒ
ト
ラ
i
人
気

　
欧
州
動
乱
と
ヒ
ト
ラ
ー
・
イ
メ
ー
ジ
動
揺

　
お
わ
り
に

『
わ
が
闘
争
』
日
本
語
版
へ
の
考
察

　
は
じ
め
に

　
日
本
語
翻
訳
権
の
問
題

　
問
題
部
分
の
批
判
的
紹
介

　
大
使
館
の
圧
力
と
出
版
社
の
自
主
規
制

　
　
第
5
節
　
恣
意
的
な
翻
訳

　
　
第
6
節
　
「
全
訳
決
定
版
」
の
登
場

　
　
第
7
節
　
隠
蔽
工
作
へ
の
批
判

　
　
第
8
節
　
お
わ
り
に

　
第
6
章
　
ヒ
ト
ラ
i
漫
画
問
題

　
　
第
1
節
　
は
じ
め
に

　
　
第
2
節
　
『
東
京
パ
ッ
ク
』
と
新
聞
漫
画

　
　
第
3
節
　
目
本
側
の
見
解

　
　
第
4
節
　
お
わ
り
に

第
3
部
　
知
識
人
の
対
独
姿
勢

　
第
7
章
　
日
独
同
志
会
関
係
者
の
親
独
論

　
第
1
節

　
第
2
節

　
第
3
節

　
第
4
節

　
第
5
節

第
8
章

　
第
－
節

　
第
2
節

　
第
3
節

　
第
4
節

　
第
5
節

第
9
章

は
じ
め
に

日
独
同
志
会
の
結
成

大
日
本
防
共
同
志
会
か
ら
大
日
本
同
志
会
へ

日
本
と
ド
イ
ツ
の
「
共
通
性
」

お
わ
り
に

馬
場
恒
吾
の
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
批
判

は
じ
め
に

英
雄
否
定
論

ヒ
ト
ラ
ー
批
判

枢
軸
外
交
へ
の
抵
抗

お
わ
り
に

鈴
木
東
民
の
反
独
親
ソ
論
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第
1
節

　
　
第
2
節

　
　
第
3
節

　
　
第
4
節

　
　
第
5
節

あ
と
が
き

は
じ
め
に

日
独
防
共
協
定
批
判

人
民
戦
線
へ
の
期
待
と
対
ソ
擁
護
論

欧
州
大
戦
勃
発
へ
の
視
座

お
わ
り
に

　
岩
村
君
の
研
究
は
、
昭
和
戦
前
期
、
日
本
と
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
が

接
近
し
て
い
く
過
程
に
お
い
て
、
日
本
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
や
言
論

人
が
、
ド
イ
ツ
に
対
し
て
如
何
な
る
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
、
如
何
な
る

議
論
を
展
開
し
て
い
た
の
か
、
実
証
的
に
論
じ
た
研
究
で
あ
る
。
当

該
期
の
日
独
接
近
過
程
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
優
れ
た
研
究
が
行

わ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
多
く
は
外
交
交
渉
の
政
治
過
程
を
中
心
に
論

じ
ら
れ
て
お
り
、
本
稿
の
よ
う
に
言
論
界
の
動
向
に
焦
点
を
あ
て
、

深
く
掘
り
下
げ
た
研
究
は
少
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
岩
村
君
の
研
究

は
、
日
独
接
近
期
の
日
本
の
対
独
論
調
を
体
系
的
に
考
察
し
た
初
の

本
格
的
研
究
と
し
て
、
意
義
あ
る
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
本
研
究
は
、
『
法
学
政
治
学
論
究
』
『
法
政
論
叢
』
『
メ
デ
ィ
ア
史

研
究
』
等
に
発
表
さ
れ
た
論
文
を
中
心
に
、
9
章
構
成
で
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
。
以
下
、
各
章
の
要
旨
を
紹
介
し
評
価
を
加
え
て
い
こ
う
。

　
第
1
部
で
は
、
当
時
の
有
力
三
大
紙
『
東
京
朝
日
新
聞
』
『
東
京

日
日
新
聞
』
『
読
売
新
聞
』
の
対
独
報
道
姿
勢
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

第
1
章
で
は
、
一
九
三
三
年
の
ヒ
ト
ラ
ー
首
相
就
任
時
か
ら
、
一
九

三
七
年
の
日
独
伊
防
共
協
定
締
結
ま
で
を
考
察
対
象
に
し
、
ヒ
ト
ラ

ー
内
閣
が
行
っ
た
内
政
に
つ
い
て
、
日
本
の
新
聞
が
概
し
て
批
判
的

か
つ
冷
笑
的
で
あ
っ
た
こ
と
、
例
え
ば
ナ
チ
ス
の
行
う
文
化
弾
圧
や

ユ
ダ
ヤ
人
排
斥
を
批
判
的
に
報
じ
、
社
説
で
は
「
人
題
史
上
最
大
の

暴
挙
」
で
あ
る
と
の
文
言
ま
で
見
い
だ
せ
る
ほ
ど
、
非
難
の
声
を
浴

び
せ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
他
方
、
ヒ
ト
ラ
ー
政
権
の
外

交
政
策
に
つ
い
て
は
同
情
的
で
あ
り
、
一
定
の
理
解
を
示
し
て
い
た

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
当
時
の
日
本
と
ド
イ
ツ
は
、
第
一
次
世
界

大
戦
後
の
世
界
秩
序
に
不
満
を
持
つ
「
持
た
ざ
る
国
」
で
あ
る
と
い

う
意
味
で
似
た
立
場
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ヒ
ト
ラ
ー
内
閣
成
立
初
期
に
お
け
る
新
聞
の
対
独

意
識
は
、
そ
の
内
政
と
外
政
で
は
異
な
り
、
批
判
と
同
情
が
交
錯
し

て
い
た
。
日
本
の
国
際
的
孤
立
が
進
む
に
連
れ
て
、
批
判
的
報
道
よ

り
同
情
的
報
道
の
方
が
多
く
な
っ
て
い
く
も
の
の
、
当
該
期
に
お
い

て
ナ
チ
ス
批
判
が
相
当
数
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
詳

し
く
検
証
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
九
三
六
年

の
日
独
防
共
協
定
が
国
内
に
お
い
て
必
ず
し
も
歓
迎
さ
れ
ず
、
新
聞

が
比
較
的
冷
淡
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
う
し
た
延
長
線
上
に
捉
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
と
り
わ
け
『
読
売
新
聞
』
が
、
同
協
定
に
反
対
の

ス
タ
ン
ス
を
明
確
に
し
、
そ
の
後
も
し
ば
ら
く
の
間
、
ナ
チ
ス
批
判
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の
姿
勢
を
取
り
続
け
物
議
を
醸
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
こ

と
は
注
目
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
冷
淡
視
さ
れ
た
日
独
防
共
協
定
で
あ
る
が
、
翌
一
九

三
七
年
に
結
ば
れ
た
日
独
伊
防
共
協
定
は
、
そ
れ
と
は
対
照
的
に
各

紙
に
お
い
て
大
歓
迎
さ
れ
、
両
協
定
を
め
ぐ
る
新
聞
論
調
に
は
大
き

な
変
化
が
あ
っ
た
。
岩
村
君
は
、
そ
の
変
化
を
紙
面
分
析
に
よ
り
明

ら
か
に
し
つ
つ
、
か
か
る
理
由
と
し
て
、
同
年
に
盧
溝
橋
事
件
が
勃

発
し
日
中
戦
争
に
突
入
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
中
ソ
不
可
侵
条
約
の
成

立
が
防
共
協
定
の
意
義
を
再
認
識
さ
せ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
日
中
戦
争
の
進
展
は
、
中
国
を
支
援
し
て
い
る
と
目
さ
れ
た

ソ
連
と
イ
ギ
リ
ス
ヘ
の
反
感
を
高
め
、
相
対
的
に
独
伊
へ
の
期
待
を

高
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
日
中
戦
争
勃
発
当
初
の
ド
イ

ツ
が
必
ず
し
も
日
本
支
持
と
は
い
え
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

新
聞
各
紙
は
ド
イ
ツ
が
日
本
支
持
で
あ
る
か
の
如
く
報
じ
て
い
た
こ

と
に
、
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
イ
タ
リ
ア
が
加
わ
っ
た
日
独
伊
防

共
協
定
は
歓
呼
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
、
ド
イ
ツ
に
対
す
る
批
判
は
控

え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
か
つ
て
日
独
防
共
協
定
に
強
い
批
判
姿
勢
を

示
し
た
『
読
売
新
聞
』
も
、
紙
面
全
体
と
し
て
は
日
独
伊
防
共
協
定

を
認
め
る
立
場
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
、
ド
イ
ツ
に
対
す
る
「
防
共
友

邦
」
と
い
う
肯
定
的
評
価
が
確
定
し
、
そ
れ
は
一
九
三
九
年
の
独
ソ

不
可
侵
条
約
成
立
時
ま
て
続
く
の
で
あ
っ
た
。

　
第
2
章
で
は
、
一
九
三
九
年
の
独
ソ
不
可
侵
条
約
成
立
ま
で
の
、

日
中
戦
争
下
が
考
察
対
象
と
さ
れ
、
当
該
期
の
新
聞
各
紙
に
は
、
親

独
機
運
が
高
揚
し
、
親
独
記
事
が
横
溢
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
欧
州
政
治
の
動
向
に
つ
い
て
は
ド
イ
ツ
寄

り
の
解
説
が
な
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
「
外
交
手
腕
」

が
絶
賛
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
、
そ
の
よ
う
な
論
調
が
生
ま
れ
た
理
由

を
、
泥
沼
化
し
た
日
中
戦
争
に
対
す
る
国
内
の
不
満
と
関
連
さ
せ
考

察
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
時
の
ヒ
ト
ラ
ー

礼
賛
は
、
外
交
交
渉
を
放
棄
し
た
か
に
見
え
る
日
本
の
日
中
戦
争
処

理
策
に
対
す
る
批
判
、
当
て
つ
け
の
意
味
が
あ
っ
た
と
す
る
著
者
の

指
摘
は
興
味
深
い
点
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
章
で
は
紙
面
分
析
だ
け

で
な
く
、
新
聞
社
が
開
催
し
た
ド
イ
ツ
関
係
の
メ
デ
ィ
ア
・
イ
ベ
ン

ト
に
つ
い
て
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
近
現
代
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
・
イ

ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
近
年
研
究
が
進
ん
で
い
る
が
、
著
者
は
そ
れ
を

ふ
ま
え
つ
つ
、
ド
イ
ッ
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い

る
。
大
独
逸
展
覧
会
の
開
催
や
訪
独
伊
新
聞
使
節
の
派
遣
は
、
新
聞

業
界
の
著
し
い
親
独
姿
勢
を
示
す
証
左
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。

前
者
に
つ
い
て
は
、
展
覧
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
か
ら
展
示
内
容
が
分
析

さ
れ
、
後
者
で
は
、
外
交
文
書
や
業
界
紙
を
用
い
て
派
遣
の
舞
台
裏

ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
着
眼
点
と
資
料
の
面
で
新
境
地

を
開
く
も
の
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
上
記
の
高
揚
し
た
親
独
気
運
は
独
ソ
不
可
侵
条
約
成

立
に
よ
り
冷
水
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
岩
村
君
に
よ
れ
ば
、

新
聞
各
紙
は
従
前
よ
り
独
ソ
接
近
の
情
報
を
つ
か
み
記
事
に
し
て
お

り
、
必
ず
し
も
そ
れ
は
「
青
天
の
露
震
」
と
は
い
え
な
か
っ
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
各
紙
は
あ
ま
り
に
も
ド
イ
ツ
に

肩
入
れ
し
て
い
た
が
故
に
、
独
ソ
接
近
の
情
報
を
軽
視
し
て
し
ま
い
、

結
果
的
に
独
ソ
不
可
侵
条
約
成
立
に
動
揺
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
、

と
結
論
づ
け
て
い
る
。

　
第
3
章
で
は
、
一
九
四
〇
年
の
日
独
伊
三
国
同
盟
成
立
時
ま
で
の

時
期
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
独
ソ
不
可
侵
条
約
後
の
各
紙
は
一

転
し
て
親
独
論
調
を
放
棄
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
勃
発
後
も
、
ド
イ

ツ
に
対
し
て
概
し
て
冷
淡
で
あ
っ
た
こ
と
を
一
方
に
お
い
て
検
証
し

つ
つ
も
、
他
方
、
親
独
反
英
傾
向
は
種
々
の
事
件
で
散
発
的
に
表
出

さ
れ
た
こ
と
を
、
シ
ュ
ペ
ー
号
事
件
と
浅
間
丸
事
件
に
関
す
る
論
調

の
分
析
を
通
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
親
独
反
英
傾
向

を
決
定
的
に
し
た
の
は
一
九
四
〇
年
四
月
以
降
に
ド
イ
ツ
が
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
戦
線
で
華
々
し
い
戦
果
を
挙
げ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
各
紙
は
ド

イ
ツ
の
進
撃
に
眩
惑
さ
れ
、
親
独
論
の
完
全
復
活
が
な
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
た
だ
し
、
前
章
で
取
り
上
げ
た
時
期
の
ド
イ
ツ
礼
賛
が
主
に

精
神
的
な
面
が
強
調
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
の
に
対
し
、
こ
の
時
期
の
ド

イ
ツ
礼
賛
論
は
、
ド
イ
ツ
の
科
学
技
術
力
が
も
っ
ぱ
ら
強
調
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
親
独
論
の
極
端
な
例
と
し
て
、
『
束
京
日
日
新
聞
』
の

一
連
の
社
説
が
具
体
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
独
伊
側

支
持
の
姿
勢
を
社
説
で
明
確
に
表
明
し
た
同
紙
は
、
ド
イ
ツ
の
世
界

新
秩
序
建
設
に
興
奮
し
て
大
き
な
期
待
を
寄
せ
、
ド
イ
ツ
の
対
英
全

面
攻
撃
を
煽
り
立
て
て
い
た
。
こ
う
し
た
論
調
の
一
方
で
、
他
紙
に

は
ド
イ
ツ
の
東
南
ア
ジ
ア
進
出
を
警
戒
す
る
議
論
も
少
な
か
ら
ず
存

在
し
た
。
こ
う
し
た
ド
イ
ツ
ヘ
の
期
待
と
警
戒
が
一
体
と
な
り
、
そ

れ
が
欧
州
戦
争
に
ド
イ
ツ
側
に
付
い
て
何
ら
か
の
介
入
を
行
う
こ
と

を
求
め
る
声
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
『
東
京
日

日
新
聞
』
ほ
ど
で
は
な
く
て
も
、
『
東
京
朝
日
新
聞
』
や
『
読
売
新

聞
』
も
同
様
で
あ
り
、
結
果
的
に
親
独
派
勢
力
を
勢
い
づ
け
、
対
独

提
携
に
消
極
的
だ
っ
た
米
内
光
政
内
閣
の
足
を
引
っ
張
る
効
果
を
も

た
ら
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
本
章
の
考
察
で
興
味
深
い
の
は
、
岩
村
君
が
新
聞
紙
上
で

用
い
ら
れ
る
複
数
国
の
呼
称
の
変
化
に
注
目
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

『
東
京
朝
日
新
聞
』
で
従
前
ま
で
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
「
英

独
」
と
い
う
呼
称
が
、
一
九
四
〇
年
八
月
前
後
か
ら
「
独
英
」
と
い

う
呼
称
に
変
化
し
た
こ
と
が
数
量
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
変
化
は
そ
の
頃
開
催
さ
れ
て
い
た
編
集
会
議
の
結
果
に
起
因
し
て

い
る
と
岩
村
君
は
推
測
し
て
い
る
。
戦
前
の
新
聞
を
論
じ
る
際
に
、
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数
量
的
分
析
を
行
う
こ
と
は
少
な
か
っ
た
が
、
岩
村
君
は
近
年
作
成

さ
れ
た
『
朝
日
新
聞
戦
前
紙
面
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』
を
用
い
、
プ
て
れ
を

実
験
的
に
試
み
て
お
り
、
評
価
に
値
し
よ
う
。

　
さ
ら
に
、
三
国
同
盟
成
立
時
の
各
紙
の
論
調
が
分
析
さ
れ
、
各
紙

と
も
同
盟
礼
賛
で
、
批
判
は
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
を
検
証
し
て
い

る
。
従
来
、
こ
の
よ
う
に
歓
迎
一
色
に
な
っ
た
原
因
と
し
て
、
厳
重

な
言
論
統
制
や
詔
書
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
本
研
究
で
は
、

各
紙
は
そ
れ
以
前
か
ら
親
独
路
線
を
と
り
、
対
独
提
携
を
求
め
て
い

た
こ
と
か
ら
鑑
み
、
た
と
え
言
論
統
制
や
詔
書
の
存
在
が
な
か
っ
た

と
し
て
も
、
各
紙
は
同
盟
に
賛
成
し
た
て
あ
ろ
う
と
結
論
づ
け
て
い

る
。　
以
上
の
如
く
第
1
部
で
は
、
新
聞
紙
面
が
丹
念
に
分
析
さ
れ
、
当

初
は
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
批
判
的
で
あ
っ
た
新
聞
各
紙
の
論
調
が
国

際
政
治
情
勢
の
変
化
に
伴
い
変
化
を
見
せ
、
最
終
的
に
三
国
同
盟
支

持
へ
と
収
敏
し
て
い
く
過
程
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
新
聞
各
紙

は
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
礼
賛
の
紙
面
を
つ
く
り
、
対
独
提
携
論
を
叫

び
、
親
独
的
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
に
お
け

る
親
独
機
運
の
醸
成
と
高
揚
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
言
え
る
。

た
だ
し
、
そ
の
過
程
で
は
、
と
き
ど
き
に
お
い
て
ド
イ
ッ
ヘ
の
批
判

的
論
調
が
表
出
し
て
お
り
、
日
本
人
の
対
独
傾
斜
は
、
必
ず
し
も
一

直
線
に
進
ん
だ
も
の
て
は
な
い
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
、

日
中
戦
争
に
突
入
す
る
以
前
に
お
い
て
は
、
新
聞
各
紙
は
基
本
的
に

ナ
チ
ス
に
批
判
的
だ
っ
た
し
、
独
ソ
不
可
侵
条
約
直
後
に
も
反
ナ
チ

ス
的
報
道
は
行
わ
れ
た
。
と
り
わ
け
第
1
章
て
紹
介
さ
れ
た
『
読
売

新
聞
』
の
反
ナ
チ
論
調
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
な

か
っ
た
部
分
で
あ
り
注
目
さ
れ
る
。

　
第
2
部
は
、
ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー
個
人
に
対
す
る
評
価
や
認
識

に
焦
点
を
絞
り
考
察
を
加
え
た
三
論
考
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
第
1

部
の
各
論
文
で
検
証
し
た
こ
と
を
、
調
査
対
象
と
視
点
を
変
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
補
完
的
に
論
じ
た
も
の
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
4
章
で
は
、
戦
前
・
戦
中
期
の
出
版
物
に
現
れ
た
日
本
人
の
ヒ

ト
ラ
ー
・
イ
メ
ー
ジ
が
類
型
化
さ
れ
、
分
析
さ
れ
て
い
る
。
考
察
対

象
の
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
は
、
第
－
部
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
新
聞
以
外

の
、
当
時
の
有
力
総
合
雑
誌
や
話
題
と
な
っ
た
単
行
本
が
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
。

　
日
本
の
知
識
層
の
多
く
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
内
閣
が
押
し
進
め
た
焚
書

や
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
に
対
し
て
、
批
判
的
論
陣
を
は
っ
た
。
マ
ル
ク
ス

主
義
に
好
意
的
な
者
が
多
か
っ
た
当
時
の
論
壇
て
は
、
ナ
チ
ズ
ム
ヘ

の
反
感
が
強
く
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
狂
信
的
独
裁
者
と
し
て
批
判
的
に
捉

え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
］
方
で
国
家
主
義
勢
力
に
お
い
て

は
、
ヒ
ト
ラ
ー
を
反
共
産
主
義
の
闘
士
と
み
な
し
共
感
す
る
声
が
あ

っ
た
。
さ
ら
に
、
講
談
社
系
の
大
衆
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
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大
衆
英
雄
と
み
な
さ
れ
、
好
意
的
な
言
論
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う

に
思
想
的
立
場
や
メ
デ
ィ
ア
の
特
性
に
よ
り
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
描
か
れ

方
は
異
な
り
、
否
定
肯
定
並
列
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
　
こ
う
し
た
状
況
下
、
勃
発
し
た
日
中
戦
争
は
、
国
民
の
時
局
意
識

を
高
め
る
と
と
も
に
、
中
国
を
支
援
す
る
ソ
連
や
イ
ギ
リ
ス
ヘ
の
反

感
を
高
め
、
そ
れ
に
反
比
例
す
る
如
く
親
独
機
運
を
高
揚
さ
せ
、
ヒ

ト
ラ
ー
を
肯
定
的
に
と
ら
え
る
見
方
が
優
勢
と
な
り
、
と
り
わ
け

「
親
日
家
」
で
あ
る
点
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
戦

争
が
泥
沼
化
す
る
と
、
欧
州
で
戦
わ
ず
に
領
土
を
拡
大
さ
せ
る
ヒ
ト

ラ
ー
の
外
交
手
腕
が
し
き
り
に
礼
賛
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
の
ヒ
ト
ラ

ー
礼
賛
は
、
第
1
章
で
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
外
交
政
策
を
放
棄
し

た
か
に
見
え
る
日
本
の
日
中
戦
争
処
理
策
へ
の
不
満
の
裏
返
し
だ
っ

た
と
著
者
は
分
析
す
る
。

　
独
ソ
不
可
侵
条
約
の
成
立
は
、
第
1
部
で
検
証
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
親
独
機
運
を
冷
却
化
さ
せ
、
ヒ
ト
ラ
ー
へ
の
否
定
的
評
価
を
も
復

活
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
裏
切
り
者
ヒ
ト
ラ
ー
に
は
厳
し
い
批
判

が
投
げ
か
け
ら
れ
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
て
も
、
ド
イ
ツ
優

勢
の
見
通
し
を
語
る
者
は
少
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
軍
が
西

部
戦
線
で
華
々
し
い
戦
果
を
挙
げ
る
と
、
親
独
機
運
は
復
活
し
た
。

そ
し
て
、
ド
イ
ツ
勝
利
は
確
実
視
さ
れ
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
世
界
新
秩
序

を
作
り
出
す
歴
史
的
英
雄
と
み
な
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
。
ヒ
ト
ラ
ー
を
マ
キ
ャ
ベ
リ
ス
ト
と
見
な
し
て
危
険
視
す
る
見

解
も
あ
っ
た
が
、
言
論
統
制
の
た
め
に
日
本
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
上

に
は
ほ
と
ん
ど
現
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
か
く
の
如
く
、
日
本
人
の
ヒ
ト
ラ
ー
・
イ
メ
ー
ジ
は
、
必
ず
し
も

肯
定
的
な
も
の
で
一
貫
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
時
々
に
お
い
て
日
独
が

置
か
れ
た
政
治
情
勢
を
反
映
し
て
多
様
な
変
化
を
見
せ
、
評
価
も
上

下
し
た
こ
と
を
岩
村
君
は
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
第
5
章
で
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
著
書
『
わ
が
闘
争
』
の
日
本
語
版
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
書
誌
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ヒ
ト
ラ
ー
が
日

本
人
を
二
流
民
族
と
見
な
し
た
「
対
日
偏
見
」
問
題
に
着
目
し
、
翻

訳
書
刊
行
プ
ロ
セ
ス
や
翻
訳
内
容
に
つ
い
て
分
析
が
さ
れ
て
い
る
。

同
書
の
「
対
日
偏
見
」
記
述
に
つ
い
て
は
今
日
で
は
広
く
知
ら
れ
て

い
る
が
、
駐
日
ド
イ
ツ
大
使
館
の
動
向
や
、
翻
訳
権
の
問
題
に
ま
で

言
及
し
た
の
は
岩
村
君
の
研
究
が
嗜
矢
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

「
対
日
偏
見
」
記
述
に
つ
い
て
は
、
今
日
で
は
、
そ
れ
が
「
戦
前
の

日
本
語
版
で
は
削
除
さ
れ
て
い
た
」
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
し
か
し
、
岩
村
君
に
よ
れ
ば
、
そ
の
内
容
は
知
識
層
を
中
心
に

広
く
知
れ
渡
っ
て
お
り
、
少
な
か
ら
ぬ
日
本
人
が
反
発
を
懐
い
て
い

た
の
だ
と
い
う
。
本
章
で
も
、
日
独
接
近
期
に
お
い
て
も
、
必
ず
し

も
日
本
人
は
親
独
ひ
と
す
じ
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
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て
い
る
。

　
第
6
章
は
、
日
独
防
共
協
定
成
立
前
の
一
九
三
五
～
三
六
年
頃
、

ヒ
ト
ラ
ー
の
風
刺
漫
画
掲
載
を
め
ぐ
り
巻
き
起
こ
っ
た
ド
イ
ツ
大
使

館
と
、
日
本
の
外
務
、
内
務
省
と
の
問
の
摩
擦
と
交
渉
を
、
一
次
史

料
に
よ
っ
て
論
じ
て
い
る
。

　
こ
の
時
期
、
ヒ
ト
ラ
ー
を
描
い
た
漫
画
が
メ
デ
ィ
ア
に
横
溢
し
、

ド
イ
ツ
大
使
館
は
外
務
省
に
執
拗
に
抗
議
を
繰
り
返
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
日
本
側
の
動
き
、
と
く
に
国
内
の
出
版
言
論
界
を

取
り
締
ま
る
内
務
省
の
動
き
は
鈍
く
、
ド
イ
ツ
大
使
館
に
不
満
を
懐

か
せ
て
い
た
。
こ
う
し
た
日
独
間
の
や
り
と
り
を
、
著
者
は
主
に
外

務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
文
書
を
用
い
て
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

抗
議
の
対
象
と
な
っ
た
漫
画
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
日
本
側
の
動

き
が
鈍
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
以
下
の
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
第

一
に
、
法
規
上
、
外
国
元
首
を
侮
辱
し
た
と
い
う
だ
け
で
は
罰
す
る

こ
と
は
不
可
能
だ
っ
た
こ
と
。
第
二
に
、
ド
イ
ツ
側
が
問
題
視
し
た

漫
画
は
、
必
ず
し
も
ド
イ
ツ
批
判
の
意
図
が
明
白
な
も
の
ば
か
り
で

は
な
か
っ
た
た
め
、
取
り
締
ま
り
が
難
し
か
っ
た
こ
と
。
第
三
に
、

ヒ
ト
ラ
ー
は
政
治
指
導
者
ゆ
え
漫
画
に
描
か
れ
る
の
も
仕
方
が
な
い

と
の
見
解
が
あ
っ
た
こ
と
。
第
四
に
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
人
種
政
策
に
対

す
る
反
感
が
あ
っ
た
こ
と
、
で
あ
る
。

　
こ
の
章
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
は
、
日
独
防
共
協
定
締
結
直

前
期
に
お
け
る
、
必
ず
し
も
親
独
的
と
は
い
え
な
い
日
本
の
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
と
政
府
当
局
の
姿
勢
の
一
端
で
あ
る
。
た
だ
し
、
日
独
防

共
協
定
が
締
結
さ
れ
て
以
降
は
、
当
局
も
厳
格
な
取
り
締
ま
り
を
行

い
、
最
終
的
に
は
ヒ
ト
ラ
ー
の
漫
画
は
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
た
こ
と

を
著
者
は
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
政
治
風
刺
漫
画
に
注
目
し
た
点
は

ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
し
、
外
交
文
書
が
丹
念
に
分
析
さ
れ
、
日
独
関
係

の
意
外
な
一
面
を
明
ら
か
に
し
た
点
が
評
価
で
き
よ
う
。

　
第
3
部
は
、
当
該
期
の
知
識
人
の
対
独
論
に
関
す
る
三
つ
の
事
例

研
究
で
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
論
を
深
く
掘
り
下
げ
分
析
し
、

親
独
あ
る
い
は
反
独
の
思
考
様
式
に
つ
い
て
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い

る
。　
第
7
章
で
は
、
松
本
徳
明
、
黒
田
礼
二
、
藤
沢
親
雄
ら
「
日
独
同

志
会
」
幹
部
の
言
動
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
岩
村
君
は
彼
ら
を

親
独
派
知
識
人
の
先
駆
け
的
存
在
と
位
置
づ
け
、
そ
の
言
論
活
動
を

分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
親
独
主
義
者
の
思
考
様
式
の
一
端
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
日
独
防
共
協
定
成
立
直
後
に
成
立
し

た
日
独
同
志
会
は
、
防
共
協
定
の
意
義
を
知
ら
し
め
る
た
め
の
言
論

活
動
を
活
発
に
行
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
日
独
提
携
こ
そ
が
日
本
の
進

む
べ
き
道
で
あ
る
と
の
確
信
を
持
ち
、
独
ソ
不
可
侵
条
約
成
立
後
も

動
揺
を
見
せ
る
こ
と
な
く
、
ド
イ
ツ
支
持
を
貫
い
た
。
そ
の
た
め
に

は
、
当
初
掲
げ
た
防
共
論
を
後
退
さ
せ
る
こ
と
ま
で
し
た
。
岩
村
君

1（）7
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に
よ
れ
ば
、
彼
ら
は
日
独
提
携
論
の
根
拠
と
し
て
、
二
つ
の
強
い
信

念
を
懐
い
て
い
た
と
い
う
。
第
一
に
日
独
提
携
が
英
ソ
両
国
に
対
す

る
牽
制
力
と
な
る
こ
と
、
第
二
に
日
独
は
精
神
的
な
意
味
で
共
通
点

を
多
数
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
考
え
方
は
、

日
独
同
志
会
だ
け
で
な
く
多
く
の
日
本
人
が
共
有
し
て
い
た
と
岩
村

君
は
論
じ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
日
独
同
志
会
幹
部
の
議
論
を
分
析
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
傾
斜
し
て
い
く
時
代
の
雰
囲
気
の
一

端
が
、
鮮
明
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
本
章
で
も
、
当
初
は

日
独
同
志
会
の
活
動
が
大
き
な
反
響
を
呼
ば
な
か
っ
た
こ
と
や
、
日

独
の
共
通
性
を
叫
ぶ
彼
ら
の
議
論
に
対
し
て
一
部
の
知
識
人
か
ら
批

判
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
日
本
人
の
対
ド
イ
ツ
意
識

が
必
ず
し
も
親
独
論
の
み
で
な
か
っ
た
こ
と
が
逆
に
傍
証
さ
れ
て
い

る
と
い
え
よ
う
。

　
第
8
章
で
は
、
当
該
期
の
著
名
な
政
治
評
論
家
、
馬
場
恒
吾
が
論

じ
ら
れ
て
い
る
。
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
馬
場
の
言
論
に
つ
い
て
は
、
近
年

か
な
り
研
究
が
進
展
し
た
。
し
か
し
、
馬
場
が
人
物
評
論
を
得
意
と

し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
外
交
論
議
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
こ

と
は
少
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
岩
村
君
は
、
数
多
く
執
筆
さ
れ
た
馬
場

の
ヒ
ト
ラ
ー
論
と
日
独
提
携
批
判
論
に
着
目
し
て
い
る
。

　
独
裁
政
治
に
反
発
す
る
馬
場
は
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
二
や
ヒ
ト
ラ
ー
に

対
し
て
は
強
い
批
判
的
姿
勢
を
と
り
、
そ
の
支
配
体
制
の
脆
弱
性
を

指
摘
し
て
い
た
。
馬
場
は
、
独
裁
国
家
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
と
の
提
携

策
は
、
日
本
に
独
裁
政
治
を
招
来
す
る
危
険
性
が
あ
る
と
考
え
、
こ

れ
に
反
対
で
あ
っ
た
。
そ
の
姿
勢
は
基
本
的
に
は
一
貫
し
て
お
り
、

言
論
統
制
が
強
ま
る
中
で
も
、
日
本
の
対
独
傾
斜
を
抑
制
す
る
た
め

の
言
論
を
、
遠
回
し
な
言
い
方
で
繰
り
返
し
展
開
し
た
。
ヒ
ト
ラ
ー

独
裁
の
脆
弱
性
を
指
摘
し
、
遠
回
し
な
言
い
方
で
は
あ
る
が
日
独
提

携
に
抵
抗
し
続
け
た
馬
場
の
議
論
は
、
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
と
岩

村
君
は
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
独
裁
政
治
へ
の
反
発
に
基
づ
く
馬
場

の
ド
イ
ツ
議
論
は
、
当
時
の
知
識
人
が
多
か
れ
少
な
か
れ
懐
い
て
い

た
ド
イ
ツ
に
対
す
る
反
発
の
一
典
型
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
本
章

で
は
、
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
初
出
論
文
と
単
行
本
収
録
論
文
を
比
較

検
討
し
、
そ
の
異
同
に
考
察
を
加
え
る
な
ど
、
馬
場
の
評
論
が
実
に

丹
念
に
分
析
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
言
及
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
か

っ
た
馬
場
の
反
ド
イ
ツ
論
に
光
を
当
て
た
点
は
、
評
価
に
値
し
よ
う
。

　
第
9
章
で
は
、
「
反
骨
」
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
知
ら
れ
る
、

鈴
木
東
民
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
岩
村
君
は
、
当
該
期
の
雑
誌

誌
上
に
発
表
さ
れ
た
鈴
木
の
外
交
評
論
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
反
独
親
ソ
論
に
考
察
を
加
え
て
い
る
。
鈴
木
が
徹
底
し
た
反
ナ

チ
主
義
者
で
あ
り
、
日
独
防
共
協
定
を
鋭
く
批
判
し
た
こ
と
を
認
め

つ
つ
も
、
そ
の
背
景
に
は
親
共
産
主
義
・
親
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
思
想
が
あ
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っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
共
産
主
義
と
ソ
連
に
理
解
を

示
し
、
人
民
戦
線
に
賛
同
し
て
い
た
鈴
木
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
独
裁
を
批

判
す
る
一
方
で
ス
タ
ー
リ
ン
の
独
裁
を
肯
定
す
る
ダ
ブ
ル
・
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
に
陥
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
鈴
木
が
第
二
次
大
戦
中
に
南
進

論
に
賛
成
し
た
こ
と
を
と
り
あ
げ
、
こ
れ
に
は
日
ソ
衝
突
を
避
け
る

目
的
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

　
鈴
木
に
つ
い
て
は
評
伝
が
存
在
し
、
］
部
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
が
、
本
章
は
評
伝
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
鈴
木
の
親
ソ
論
と

反
独
論
の
連
関
に
着
目
し
検
証
し
た
点
で
、
評
価
で
き
よ
う
。

　
以
上
、
岩
村
君
の
論
文
の
概
略
を
紹
介
し
て
き
た
が
、
総
括
的
な

評
価
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
第
一
に
評
価
す
べ
き
点
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
先
行
研
究
て
取

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
「
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
及
び
言
論

人
の
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
観
」
に
正
面
か
ら
取
り
組
み
、
そ
れ
を
体
系

的
に
、
明
瞭
に
考
察
し
た
点
で
あ
る
。
メ
デ
ィ
ア
や
知
識
人
が
ナ
チ

ス
・
ド
イ
ツ
に
傾
斜
し
て
い
く
論
理
が
説
得
力
あ
る
か
た
ち
で
論
じ

ら
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
一
方
で
ナ
チ
ス
の
独
裁
制
や
人
種
理
論
に

対
す
る
不
満
も
潜
在
的
に
存
在
し
、
そ
れ
が
そ
の
と
き
ど
き
の
政
治

情
勢
を
受
け
て
表
出
し
た
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　
当
該
期
の
日
独
関
係
に
関
す
る
研
究
は
、
主
に
政
治
指
導
者
の
行

動
や
認
識
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
、
そ
れ
を
背
後
か
ら
押
し
進
め
、
あ

る
い
は
抵
抗
し
た
「
対
独
言
論
」
を
正
面
か
ら
論
じ
た
も
の
は
少
な

か
っ
た
。
ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
に
お
い
て
も
、
当
該
期
マ
ス
・

メ
デ
ィ
ア
の
戦
争
と
の
関
わ
り
や
、
対
英
米
観
に
つ
い
て
論
じ
た
も

の
は
多
い
が
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
と
の
関
係
か
ら
論
じ
た
も
の
は
少

な
く
、
断
片
的
な
事
例
研
究
か
概
論
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

本
研
究
は
、
外
交
思
想
史
研
究
及
び
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
に
お
け
る
空

白
を
埋
め
る
意
味
で
、
大
き
な
成
果
を
挙
げ
た
と
言
え
よ
う
。

　
第
二
に
評
価
す
べ
き
点
は
、
論
文
で
用
い
ら
れ
て
い
る
史
料
、
と

り
わ
け
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
関
連
史
料
の
豊
富
さ
と
、
ユ
ニ
ー
ク
さ
で

あ
る
。
一
九
三
三
年
か
ら
一
九
四
〇
年
ま
て
の
主
要
新
聞
三
紙
が
丹

念
に
調
査
さ
れ
、
説
得
力
あ
る
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
共
同
研

究
な
ら
と
も
か
く
、
個
人
レ
ベ
ル
で
こ
れ
だ
け
の
新
聞
紙
面
を
調
査

す
る
の
は
か
な
り
の
労
力
を
要
し
た
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
岩
村
君
は
、

大
新
聞
や
総
合
雑
誌
な
ど
比
較
的
メ
ジ
ャ
ー
な
メ
デ
ィ
ア
だ
け
で
な

く
、
『
独
逸
事
情
』
『
日
独
通
信
』
『
日
独
旬
刊
』
な
ど
と
い
っ
た
ド

イ
ツ
専
門
の
珍
し
い
メ
デ
ィ
ア
を
発
掘
し
利
用
し
て
い
る
。
ま
た
、

先
行
研
究
で
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
新
聞
業
界
紙
を
積
極
的

に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
聞
業
界
の
舞
台
裏
や
記
事
へ
の
反
響

に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、
新
聞
紙
面
の
分
析
に
深
み
を
与
え
て
い
る
。

加
え
て
、
『
出
版
警
察
報
』
『
特
高
月
報
』
な
ど
の
言
論
統
制
関
連
の

資
料
や
、
外
交
史
料
館
所
蔵
の
「
外
務
省
記
録
」
、
公
刊
さ
れ
た
ド
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イ
ツ
外
交
文
書
、
新
聞
関
係
者
の
後
年
の
回
想
な
ど
も
用
い
、
表
面

的
な
言
説
分
析
と
は
一
線
を
画
す
る
と
と
も
に
重
厚
さ
を
増
し
て
い

る
。
紙
面
の
論
調
を
決
定
す
る
新
聞
社
や
出
版
社
の
内
部
事
情
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
中
、
著
者
は
上
記
の
豊
富
な
史

料
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
内
実
に
迫
る
議
論
を
展
開
し
て

い
る
。

　
第
三
に
評
価
す
べ
き
点
は
、
駐
日
ド
イ
ツ
大
使
館
と
マ
ス
・
メ
デ

ィ
ア
の
関
係
に
言
及
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
当
時
、
ド
イ
ツ
大
使
館

が
盛
ん
に
言
論
干
渉
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の

証
言
が
あ
る
が
、
こ
の
問
題
を
と
り
あ
げ
た
研
究
は
少
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
主
題
と
し
て
は
い
な
い
も
の
の
、
岩
村
君
は
第
3

～
6
章
に
お
い
て
、
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
問
題

は
、
ド
イ
ツ
外
務
省
外
交
文
書
館
所
蔵
史
料
な
ど
を
用
い
て
な
お
一

層
の
本
格
研
究
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
岩
村
君
の
研
究
は
、

少
な
く
と
も
日
本
側
史
料
に
よ
っ
て
そ
の
端
緒
を
付
け
た
点
で
、
評

価
で
き
よ
う
。

　
以
上
が
、
岩
村
君
の
論
文
の
評
価
す
べ
き
点
の
総
括
で
あ
る
が
、

望
蜀
の
感
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　
第
一
は
、
分
析
対
象
の
選
択
と
分
析
対
象
期
間
に
つ
い
て
で
あ
る
。

ま
ず
、
各
章
と
も
昭
和
戦
前
期
日
本
の
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
観
の
一
端

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
点
で
は
大
変
興
味
深
く
意
義
あ
る
も
の
で
あ

る
が
、
よ
り
体
系
的
研
究
に
す
る
た
め
に
は
、
考
察
対
象
の
選
定
や

構
成
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け
第
三
部
の
言
論
人
の
取
り
上
げ
方
等
に

つ
い
て
は
、
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
考
察
対
象
期

間
を
、
原
則
と
し
て
一
九
四
〇
年
の
日
独
伊
三
国
同
盟
成
立
ま
で
に

し
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
、
独
ソ
戦
の
勃
発
、
日
米
開
戦
、
ナ
チ
ス

政
権
の
崩
壊
を
め
ぐ
り
、
メ
デ
ィ
ア
や
言
論
人
が
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ

の
動
向
を
ど
の
よ
う
に
論
じ
た
か
は
興
味
を
引
く
問
題
で
あ
る
。
確

か
に
、
当
該
期
に
お
け
る
政
府
の
言
論
統
制
は
一
層
厳
し
さ
を
増
し
、

言
論
は
画
一
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
を
前
提
に
し

た
上
で
の
、
か
か
る
報
道
や
論
説
内
容
の
確
認
と
検
証
作
業
は
必
要

で
あ
ろ
う
。

　
第
二
に
、
検
証
さ
れ
た
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
を
め
ぐ
る
報
道
や
論
説

内
容
が
、
戦
前
期
日
本
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
史
の
中
で
い
か
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
か
、
さ
ら
に
は
か
か
る
報
道
や
論
説
が
他
に
与
え
た
影
響

に
つ
い
て
、
例
え
ば
外
交
当
局
者
や
、
読
者
を
含
め
た
一
般
国
民
等

へ
の
影
響
に
つ
い
て
の
検
証
、
こ
れ
ら
は
本
論
文
の
主
目
的
で
は
な

い
も
の
の
、
考
察
を
深
め
れ
ば
論
文
の
意
義
は
よ
り
高
い
も
の
に
な

っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
上
記
の
点
は
、
岩
村
君
の
研
究
の
問
題
点
と
い
う
よ
り
は
、
彼
の

将
来
的
研
究
課
題
と
し
て
よ
り
一
層
の
解
明
を
期
待
し
た
い
点
で
あ

り
、
本
論
文
の
意
義
を
い
さ
さ
か
も
揺
る
が
す
も
の
で
は
な
い
。
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以
上
、
岩
村
君
の
研
究
は
、
昭
和
戦
前
期
日
本
の
政
治
史
、
メ
デ

ィ
ア
史
、
外
交
思
想
史
研
究
等
、
幅
広
い
分
野
で
種
々
の
貢
献
を
期

待
で
き
る
画
期
的
業
績
と
し
て
高
く
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
よ

っ
て
、
審
査
員
一
同
は
、
岩
村
君
に
法
学
博
士
（
慶
慮
義
塾
大
学
）

の
学
位
を
授
与
す
る
の
を
適
当
と
認
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
平
成
一
七
年
一
月
一
四
日

副副主査査査
慶
磨
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

玉
井
　
　
清

寺
崎
　
　
修

大
石
　
　
裕
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